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(57)【要約】
【課題】耐擦傷性に優れ、防眩性にも優れ、明室での視認性にも優れ、新たに風ムラなど
の問題を持ち込まない、防眩フィルムを提供する。防眩フィルムを用いた偏光板、及びそ
の偏光板を用いた耐擦傷性に優れ、視認性が良好な画像表示装置を提供する。
【解決手段】透明プラスチックフィルム基材上に、表面に微細な凹凸を有する防眩層を有
し、且つ防眩層の最表面に耐擦傷性層を有し、該耐擦傷性層の平均膜厚が０．０３～０．
４μｍであり、該耐擦傷性層は少なくとも（Ａ）平均粒径が１～３００ｎｍのケイ素酸化
物を主成分とする無機微粒子、（Ｂ）電離放射線硬化性樹脂、および（Ｃ）高分子増粘剤
を含有する硬化性組成物より形成されることを特徴とする防眩フィルム。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明プラスチックフィルム基材上に、表面に微細な凹凸を有する防眩層を有し、且つ防
眩層の最表面に耐擦傷性層を有し、該耐擦傷性層の平均膜厚が０．０３～０．４μｍであ
り、
　該耐擦傷性層は少なくとも以下の（Ａ）、（Ｂ）、および（Ｃ）成分を含有する硬化性
組成物より形成されることを特徴とする防眩フィルム。
（Ａ）平均粒径が１～３００ｎｍのケイ素酸化物を主成分とする無機微粒子
（Ｂ）電離放射線硬化性樹脂
（Ｃ）高分子増粘剤
【請求項２】
　前記無機微粒子表面が一般式（Ｉ）で表される化合物を用いて表面処理されている無機
微粒子であることを特徴とする請求項１に記載の防眩フィルム。
　一般式（Ｉ） （Ｒ10）m－Ｓｉ（Ｘ）4-m

（式中、Ｒ10は置換もしくは無置換のアルキル基または置換もしくは無置換のアリール基
を表す。Ｘは水酸基または加水分解可能な基を表す。ｍは１～３の整数を表す。）
【請求項３】
　前記硬化性組成物の（Ｃ）成分の高分子増粘剤がセルロースエステルであることを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の防眩フィルム。
【請求項４】
　耐擦傷性層がフッ素バインダーを実質的に含有しないことを特徴とする請求項１～３の
何れかに記載の防眩フィルム。
【請求項５】
　前記耐擦傷性層の屈折率が防眩層の屈折率より低いことを特徴とする請求項１～４の何
れかに記載の防眩フィルム。
【請求項６】
　防眩層が少なくとも１種の透光性樹脂と少なくとも１種の光拡散性粒子を含有すること
を特徴とする請求項１～５の何れかに記載の防眩フィルム。
【請求項７】
　前記防眩性層の光拡散性粒子の平均粒子径が５．５～１５μｍであり、防眩層の平均膜
厚が８～４０μｍであることを特徴とする請求項１～６の何れかに記載の防眩フィルム。
【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載の防眩フィルムを、偏光膜の保護フィルムの少なくとも一
方に用いたことを特徴とする偏光板。
【請求項９】
　請求項１～７の何れかに記載の防眩フィルムを、偏光膜の保護フィルムの一方に、光学
異方性のある光学補償フィルムを偏光膜の保護フィルムのもう一方に用いたことを特徴と
する偏光板。
【請求項１０】
　請求項１～７の何れかに記載の防眩フィルムが画像表示面に配置されていることを特徴
とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防眩フィルム、該防眩フィルムを有する偏光板および画像表示装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　透明プラスチックフィルム基材に防眩性ハードコート層を積層した防眩フィルムは、液
晶表示装置（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）、エレクトロルミネッセ
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ンスディスプレイ（ＥＬＤ）や陰極管表示装置（ＣＲＴ）のような様々な液晶表示装置に
おいて、表面散乱により、外光の反射や像の映り込みによるコントラスト低下を防止する
ために、ディスプレイの表面に配置される。
【０００３】
　近年、液晶テレビ等の低価格化に伴い、このような防眩フィルムを搭載した画像表示装
置が広く普及してきた。これに伴い、搭載された防眩フィルムは、画像表示装置と伴に、
様々な環境下に晒される場面が増えてきている。特に表面がガラスであるブラウン管テレ
ビのように扱われ、液晶表示装置の表面に傷が付く危険性が増えてきている。そのため、
液晶表示装置の最表面に配置される防眩フィルムには、従来から求められていた高い視認
性改良効果に加えて、高い物理強度（耐擦傷性など）が要求されて来ている。
【０００４】
　高い物理強度を得るために、セルロースアシレートフィルム上に光硬化性樹脂と有機溶
剤を含有した硬化性組成物を塗布、乾燥、光硬化させることで、膜厚が１０μｍ以上のハ
ードコート層を積層した反射防止フィルムが提案されている（特許文献１）。
【０００５】
　また、セルロースアシレートフィルム上に平均粒径が６～１５μｍの樹脂粒子、硬化性
樹脂、有機溶剤を含有した硬化性組成物を、塗布、乾燥、光硬化させることで、膜厚が１
５～３５μｍの防眩層を積層した高表面硬度を有する防眩フィルムが提案されている（特
許文献２）。
【０００６】
　膜厚を厚くした防眩層は、表示画面の表面に垂直に加わる力によって発生する傷防止に
は有効であるが、表面に平行な力によって発生する引っ掻き傷には有効ではなかった。
【０００７】
　表面に微細な凹凸を有する層の上に、シリカ粒子を含有する薄膜を塗設する方法が開示
されている（特許文献３）。しかしながら、この方法は薄膜層に１μｍ以上のシリカ粒子
を含有するために、表面散乱が強く、明室化で観察すると、白っぽさが強く見えることが
ある。
【０００８】
　プラスチックフィルム基材上に無機もしくは有機微粒子を含有する微粒子含有硬化樹脂
層と微粒子を含有しないクリアー硬化樹脂層をこの順で積層した防眩フィルムが開示され
ている（特許文献４）。しかしながら、さらなる表面の耐擦傷性効果が望まれていた。
【０００９】
　また、プラスチックフィルム基材上に防眩層、フッ素バインダーを含む低屈折率層をこ
の順で積層した防眩フィルムが一般に知られている（特許文献５）。しかしながら、一般
にフッ素バインダーは凝集力が弱く、このようなフッ素バインダー層を最表面に積層した
防眩フィルムでは、耐擦傷性の改良が望まれていた。
【００１０】
【特許文献１】特開２００３－２２７９０２号公報
【特許文献２】特開２００７－０４１５３３号公報
【特許文献３】特開平７－２９０６５２号公報
【特許文献４】特開平１０－３２５９０１号公報
【特許文献５】特開平１１－３０５０１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、従来における前記問題を解決し、以下の目的を達成することを目的とする。
即ち、本発明は、耐擦傷性に優れ、防眩性にも優れ、明室での視認性にも優れ、新たに風
ムラなどの問題を持ち込まない、防眩フィルムを提供することであり、さらに、そのよう
な防眩フィルムを用いた偏光板、及びその偏光板を用いることによって耐擦傷性に優れ、
視認性が良好な画像表示装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、防眩性の上に特定の耐擦傷性層を積層することにより
、前記課題が解決されることを知見した。
【００１３】
　すなわち、本発明者らは、以下の各構成により、上記目的を達成した。
（１）透明プラスチックフィルム基材上に、表面に微細な凹凸を有する防眩層を有し、且
つ防眩層の最表面に耐擦傷性層を有し、該耐擦傷性層の平均膜厚が０．０３～０．４μｍ
であり、
　該耐擦傷性層は少なくとも以下の（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）成分を含有する硬化性組成物より
形成されることを特徴とする防眩フィルム。
（Ａ）平均粒径が１～３００ｎｍのケイ素酸化物を主成分とする無機微粒子
（Ｂ）電離放射線硬化性樹脂
（Ｃ）高分子増粘剤
（２）前記無機微粒子表面が一般式（Ｉ）で表される化合物を用いて表面処理されている
無機微粒子であることを特徴とする（１）に記載の防眩フィルム。
　一般式（Ｉ） （Ｒ10）m－Ｓｉ（Ｘ）4-m

（式中、Ｒ10は置換もしくは無置換のアルキル基または置換もしくは無置換のアリール基
を表す。Ｘは水酸基または加水分解可能な基を表す。ｍは１～３の整数を表す。）
（３）前記硬化性組成物の（Ｃ）成分の高分子増粘剤がセルロースエステルであることを
特徴とする（１）または（２）に記載の防眩フィルム。
（４）耐擦傷性層がフッ素バインダーを実質的に含有しないことを特徴とする（１）～（
３）の何れかに記載の防眩フィルム。
（５）前記耐擦傷性層の屈折率が防眩層の屈折率より低いことを特徴とする（１）～（４
）の何れかに記載の防眩フィルム。
（６）防眩層が少なくとも１種の透光性樹脂と少なくとも１種の光拡散性粒子を含有する
ことを特徴とする（１）～（５）の何れかに記載の防眩フィルム。
（７）前記防眩性層の光拡散性粒子の平均粒子径が５．５～１５μｍであり、防眩層の平
均膜厚が８～４０μｍであることを特徴とする（１）～（６）の何れかに記載の防眩フィ
ルム。
（８）（１）～（７）の何れかに記載の防眩フィルムを、偏光膜の保護フィルムの少なく
とも一方に用いたことを特徴とする偏光板。
（９）（１）～（７）の何れかに記載の防眩フィルムを、偏光膜の保護フィルムの一方に
、光学異方性のある光学補償フィルムを偏光膜の保護フィルムのもう一方に用いたことを
特徴とする偏光板。
（１０）（１）～（７）の何れかに記載の防眩フィルムが画像表示面に配置されているこ
とを特徴とする画像表示装置。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、耐擦傷性に優れ、防眩性にも優れた防眩フィルムを提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明について更に詳細に説明する。なお、本明細書において、数値が物性値、
特性値等を表す場合に、「（数値１）～（数値２）」という記載は「（数値１）以上（数
値２）以下」の意味を表す。また、本明細書において、「（メタ）アクリレート」との記
載は、「アクリレート及びメタクリレートの少なくともいずれか」の意味を表す。「（メ
タ）アクリル酸」等も同様である。
【００１６】
＜防眩フィルムの層構成＞
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　本発明の防眩フィルムは、透明プラスチックフィルム上に防眩層と耐擦傷性層を有し、
耐擦傷性層が最表面に位置する防眩フィルムであって、耐擦傷性層は、以下の（Ａ）、（
Ｂ）、（Ｃ）成分を含有する硬化性組成物より形成される。
（Ａ）平均粒径が１～３００ｎｍのケイ素酸化物微粒子
（Ｂ）電離放射線硬化性樹脂
（Ｃ）高分子増粘剤
【００１７】
　本発明の層構成に関しては、少なくとも、１層の防眩層と最表面に耐擦傷性層を有する
。防眩層は、複数層構成であっても良い。また、基材フィルムと防眩層の間、及び／また
は防眩層と耐擦傷性層の間には他の機能性層が積層されていても良い。他の機能性層とし
ては、例えば、ハードコート層、帯電防止層、干渉ムラ防止層等が挙げられる。
　また、耐擦傷性層は他の層の機能を兼ねていても良い、これらの層としては例えば、反
射防止層、低屈折率層、防汚層、帯電防止層等が挙げられる。
【００１８】
　本発明では低反射率化の点から、耐擦傷性層が低屈折率層（反射防止層）を兼ねること
が好ましく、その場合、耐擦傷性層と防眩層の間に高屈折率層、または中屈折率層と高屈
折率層を含む構成も好ましい態様である。
【００１９】
　本発明の防眩フィルムの好ましい層構成の例を下記に示す。下記構成において基材フィ
ルムは、フィルムで構成された支持体を指している。
　・基材フィルム／防眩層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／帯電防止層／防眩層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／防眩層／耐擦傷性層（低屈折率層を兼ねる）
　・基材フィルム／防眩層／帯電防止層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／ハードコート層／防眩層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／ハードコート層／防眩層／帯電防止層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／ハードコート層／帯電防止層／防眩層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／防眩層／高屈折率層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／防眩層／中屈折率層／高屈折率層／耐擦傷性層
　・帯電防止層／基材フィルム／防眩層／中屈折率層／高屈折率層／耐擦傷性層
　・基材フィルム／帯電防止層／防眩層／中屈折率層／高屈折率層／耐擦傷性層
　・帯電防止層／基材フィルム／防眩層／高屈折率層／低屈折率層／高屈折率層／耐擦傷
性層
【００２０】
＜耐擦傷性層＞
　耐擦傷性層の平均膜厚は、０．０３μｍ～０．４μｍであり、より好ましくは０．０５
μｍ～０．３μｍであり、さらに好ましくは０．０５μｍ～０．２μｍである。耐擦傷性
層の膜厚をこの範囲にすることで、風ムラを防止しつつ、充分な耐擦傷性を得ることがで
きる。
【００２１】
　耐擦傷性層の屈折率は、１．４０～１．５２であることが好ましく、１．４２～１．５
２であることがより好ましく、１．４５～１．５１であることがさらに好ましい。耐擦傷
性層の屈折率をこの範囲にすることで、低反射率層の機能も兼ねることができ、反射率を
抑えることができ、外光の映り込みを更に抑制することができる。また、下限をこの範囲
に抑えることで、耐擦傷性層がはがれた時も傷が目立ち難い。
【００２２】
　耐擦傷性層の屈折率は上記の範囲にしつつ、隣接する下層の屈折率との差は、０．０２
～０．１０であることが好ましい。屈折率差がある場合、膜厚を０．０８μｍ～０．１２
μｍにすることで、光の干渉効果を利用して表面の反射率をさらに抑えることができる。
また、屈折率差の上限をこの範囲に抑えることで、耐擦傷性層がはがれた時も傷が目立ち
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難い。
【００２３】
　本発明の耐擦傷性層は、少なくとも以下の（Ａ）、（Ｂ）、および（Ｃ）成分を含有す
る硬化性組成物（耐擦傷性層形成用組成物であり、以下本発明の硬化性組成物と称する）
より形成される。
（Ａ）平均粒径が１～３００ｎｍのケイ素酸化物を主成分とする無機微粒子
（Ｂ）電離放射線硬化性樹脂
（Ｃ）高分子増粘剤
【００２４】
　以下に、本発明の硬化性組成物の各成分について詳述する。
【００２５】
＜耐擦傷性層のケイ素酸化物を主成分とする無機微粒子＞
　本発明の硬化性組成物は、（Ａ）成分として平均粒径が１～３００ｎｍのケイ素酸化物
を主成分とする無機微粒子を含有する。本発明ではケイ素酸化物を主成分とする無機微粒
子とは、ケイ素酸化物を５０重量％以上含有する無機微粒子を意味する。ケイ素酸化物を
７０重量％以上含有することが好ましく、９０重量％以上含有することが特に好ましい。
【００２６】
　無機微粒子の含有量は、耐擦傷性層の固形分当たり５～８０重量％が好ましく、１０～
７０重量％がより好ましく、２０～５０重量％がさらに好ましい。
【００２７】
　本発明の無機微粒子は、表面を修飾し有機溶媒中に分散させて用いることができる。他
の成分との相溶性、分散性の観点から、分散媒は有機溶剤であることが好ましく、例えば
、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール、オクタノール等のアルコー
ル類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等の
ケトン類；酢酸エチル、酢酸ブチル、乳酸エチル、γ－ブチロラクトン、プロピレングリ
コールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテ
ート等のエステル類；エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモ
ノブチルエーテル等のエーテル類；ベンゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類
；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン等のアミド類を
挙げることができる。中でも、メタノール、イソプロパノール、ブタノール、メチルエチ
ルケトン、メチルイソブチルケトン、酢酸エチル、酢酸ブチル、トルエン、キシレンが好
ましい。
【００２８】
　本発明の無機微粒子の数平均粒子径は、１ｎｍ～３００ｎｍであり、好ましくは、３ｎ
ｍ～１５０ｎｍであり、最も好ましくは１０ｎｍ～１００ｎｍである。上記範囲とするこ
とで、耐擦傷性と黒の締まりとの両立を図ることができる。数平均粒子径は、無機微粒子
を透過型電子顕微鏡で観察し、５００個の粒子の球相当換算の平均として求めることがで
きる。数平均粒子径は、単分散性をもった粒子であることが好ましい。
　また、粒子の分散性を改良するために各種の界面活性剤やアミン類を添加してもよい。
【００２９】
　本発明では、異なる少なくとも２種の数平均粒子径をもつ無機微粒子を用いることが好
ましい。数平均粒子径が５ｎｍ～２０ｎｍと、数平均粒子径が２０ｎｍ～１００ｎｍとの
２種の数平均粒子径をもつ無機微粒子を用いることがより好ましい。このとき、数平均粒
子径が５ｎｍ～２０ｎｍである無機微粒子が主成分（５１質量％以上９０質量％以下であ
り、好ましくは６０質量％以上９０質量％以下、より好ましくは７０質量％以上９０質量
％以下）となることが好ましい。
【００３０】
　ケイ素酸化物微粒子分散液（例えば、シリカ粒子）として市販されている商品としては
、例えば、コロイダルシリカとして、日産化学工業（株）製メタノ－ルシリカゾル、ＭＡ
－ＳＴ－ＭＳ、ＩＰＡ－ＳＴ、ＩＰＡ－ＳＴ－ＭＳ、ＩＰＡ－ＳＴ－Ｌ、ＩＰＡ－ＳＴ－
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ＺＬ、ＩＰＡ－ＳＴ－ＵＰ、ＥＧ－ＳＴ、ＮＰＣ－ＳＴ－３０、ＭＥＫ－ＳＴ、ＭＥＫ－
ＳＴ－Ｌ、ＭＩＢＫ－ＳＴ、ＮＢＡ－ＳＴ、ＸＢＡ－ＳＴ、ＤＭＡＣ－ＳＴ、ＳＴ－ＵＰ
、ＳＴ－ＯＵＰ、ＳＴ－２０、ＳＴ－４０、ＳＴ－Ｃ、ＳＴ－Ｎ、ＳＴ－Ｏ、ＳＴ－５０
、ＳＴ－ＯＬ等、触媒化成工業（株）製中空シリカ等を挙げることができる。また粉体シ
リカとしては、日本アエロジル（株）製アエロジル１３０、アエロジル３００、アエロジ
ル３８０、アエロジルＴＴ６００、アエロジルＯＸ５０、旭硝子（株）製シルデックスＨ
３１、Ｈ３２、Ｈ５１、Ｈ５２、Ｈ１２１、Ｈ１２２、日本シリカ工業（株）製Ｅ２２０
Ａ、Ｅ２２０、富士シリシア（株）製ＳＹＬＹＳＩＡ４７０、日本板硝子（株）製ＳＧフ
レ－ク等を挙げることができる。
【００３１】
　無機微粒子の形状は、球状、中空状、多孔質状、棒状、板状、繊維状、または不定形状
であり、好ましくは、球状または中空状である。耐擦傷性層の屈折率を低下させるために
、中空状のシリカ微粒子を用いることも好ましい。無機微粒子の比表面積（窒素を用いた
ＢＥＴ比表面積測定法による）は、好ましくは、１０～１０００ｍ2／ｇであり、さらに
好ましくは、３０～１５０ｍ2／ｇ、もっとも好ましくは５０～１００ｍ2／ｇである。
【００３２】
＜表面処理剤＞
　本発明の無機微粒子の表面処理に用いることのできる表面処理剤について詳細に説明す
る。
【００３３】
一般式（Ｉ）
（Ｒ10）m－Ｓｉ（Ｘ）4-m 
【００３４】
　一般式（Ｉ）においてＲ10は、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換
のアリール基を表す。アルキル基としてはメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピ
ル基、ヘキシル基、ｔ-ブチル基、sec-ブチル基、ヘキシル基、デシル基、ヘキサデシル
基等が挙げられる。アルキル基として好ましくは炭素数１～３０、より好ましくは炭素数
１～１６、特に好ましくは１～６のものである。アリール基としてはフェニル基、ナフチ
ル基等が挙げられ、好ましくはフェニル基である。
【００３５】
　Ｘは、水酸基または加水分解可能な基を表す。加水分解可能な基としては、例えばアル
コキシ基（炭素数１～５のアルコキシ基が好ましい。例えばメトキシ基、エトキシ基等が
挙げられる）、ハロゲン原子（例えばＣｌ、Ｂｒ、Ｉ等）、およびＲ2ＣＯＯ基（Ｒ2は水
素原子または炭素数１～５のアルキル基が好ましい。例えばＣＨ3ＣＯＯ基、Ｃ2Ｈ5ＣＯ
Ｏ基等が挙げられる）が挙げられ、好ましくはアルコキシ基であり、特に好ましくはメト
キシ基またはエトキシ基である。
　ｍは１～３の整数を表す。Ｒ10もしくはＸが複数存在するとき、複数のＲ10もしくはＸ
はそれぞれ同じであっても異なっていても良い。ｍとして好ましくは１または２であり、
特に好ましくは１である。
　また、Ｘが加水分解可能な基として示される場合の例として以下に示す化合物も好まし
い。
【００３６】
　（Ｒ10）3－Ｓｉ－（Ｘ）－Ｓｉ－（Ｒ10）3 
【００３７】
　ここでＲ10は上記Ｒ10と同義であり、Ｘは加水分解可能な基を表す。Ｘとしては、例え
ば－Ｏ－、－ＮＨ－などが挙げられる。
【００３８】
　Ｒ10に含まれる置換基としては特に制限はないが、ハロゲン原子（フッ素原子、塩素原
子、臭素原子等）、水酸基、メルカプト基、カルボキシル基、エポキシ基、アルキル基（
メチル基、エチ基、ｉ-プロピル基、プロピル基、ｔ-ブチル基等）、アリール基（フェニ



(8) JP 2010-32916 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

ル基、ナフチル基等）、芳香族ヘテロ環基（フリル基、ピラゾリル基、ピリジル基等）、
アルコキシ基（メトキシ基、エトキシ基、ｉ-プロポキシ基、ヘキシルオキシ基等）、ア
リールオキシ基（フェノキシ基等）、アルキルチオ基（メチルチオ基、エチルチオ基等）
、アリールチオ基（フェニルチオ基等）、アルケニル基（ビニル基、１-プロペニル基等
）、アシルオキシ基（アセトキシ基、アクリロイルオキシ基、メタクリロイルオキシ基等
）、アルコキシカルボニル基（メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基等）、アリ
ールオキシカルボニル基（フェノキシカルボニル基等）、カルバモイル基（カルバモイル
基、Ｎ-メチルカルバモイル基、Ｎ，Ｎ-ジメチルカルバモイル基、Ｎ-メチル-Ｎ-オクチ
ルカルバモイル基等）、アシルアミノ基（アセチルアミノ基、ベンゾイルアミノ基、アク
リルアミノ基、メタクリルアミノ基等）等が挙げられ、これら置換基は更に置換されてい
ても良い。なお、本明細書においては、水素原子を置換するものが単一の原子であっても
、便宜上置換基として取り扱う。
　Ｒ10が複数ある場合は、少なくとも一つが、置換アルキル基もしくは置換アリール基で
あることが好ましい。中でも該置換アルキル基もしくは置換アリール基がさらにビニル重
合性基を有することが好ましく、この場合、一般式（I）で表される化合物は、下記一般
式（II）で表されるビニル重合性の置換基を有するオルガノシラン化合物として表すこと
ができる。
　一般式（II）
【００３９】
【化１】

【００４０】
　一般式（II）においてＲ1は、水素原子、メチル基、メトキシ基、アルコキシカルボニ
ル基、シアノ基、フッ素原子または塩素原子を表す。上記アルコキシカルボニル基として
は、メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基などが挙げられる。Ｒ1としては、水
素原子、メチル基、メトキシ基、メトキシカルボニル基、シアノ基、フッ素原子および塩
素原子が好ましく、水素原子、メチル基、メトキシカルボニル基、フッ素原子および塩素
原子が更に好ましく、水素原子およびメチル基が特に好ましい。
　Ｙは、単結合、エステル基、アミド基、エーテル基またはウレア基を表す。単結合、エ
ステル基およびアミド基が好ましく、単結合およびエステル基が更に好ましく、エステル
基が特に好ましい。
【００４１】
　Ｌは、２価の連結鎖であり、具体的には、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換も
しくは無置換のアリーレン基、内部に連結基（例えば、エーテル基、エステル基、アミド
基）を有する置換もしくは無置換のアルキレン基、または内部に連結基を有する置換もし
くは無置換のアリーレン基であり、なかでも、置換もしくは無置換の炭素数２～１０のア
ルキレン基、置換もしくは無置換の炭素数６～２０のアリーレン基、内部に連結基を有す
る炭素数３～１０のアルキレン基が好ましく、無置換のアルキレン基、無置換のアリーレ
ン基、内部にエーテル連結基またはエステル連結基を有するアルキレン基が更に好ましく
、無置換のアルキレン基、内部にエーテル連結基またはエステル連結基を有するアルキレ
ン基が特に好ましい。置換基は、ハロゲン、水酸基、メルカプト基、カルボキシル基、エ
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ポキシ基、アルキル基、アリール基等が挙げられ、これら置換基は更に置換されていても
良い。
【００４２】
　ｎは０または１を表す。Ｘが複数存在するとき、複数のＸはそれぞれ同じであっても異
なっていても良い。ｎとして好ましくは０である。
　Ｒ10は、一般式（Ｉ）のＲ10と同義であり、置換もしくは無置換のアルキル基、無置換
のアリール基が好ましく、無置換のアルキル基、無置換のアリール基が更に好ましい。
　Ｘは、一般式（Ｉ）のＸと同義であり、ハロゲン、水酸基、無置換のアルコキシ基が好
ましく、塩素、水酸基、無置換の炭素数１～６のアルコキシ基が更に好ましく、水酸基、
炭素数１～３のアルコキシ基が更に好ましく、メトキシ基が特に好ましい。
【００４３】
　一般式（Ｉ）の化合物は２種類以上を併用しても良い。以下に一般式（Ｉ）で表される
化合物の具体例を示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００４４】

【化２】
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【化３】

【００４６】
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【００４７】
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【化５】

【００４８】
　また、ジシロキサン系やジシラザン系の化合物も表面処理剤として用いることができ、
例えば、ヘキサメチルジシロキサン、１，３－ジブチルテトラメチルジシロキサン、１，
３－ジフェニルテトラメチルジシロキサン、１，３－ジビニルテトラメチルジシロキサン
、ヘキサエチルジシロキサン、３－グリシドキシプロピルペンタメチルジシロキサン、ヘ
キサメチルジシラザン、ヘキサエチルジシラザンなどが挙げられる。
　これらの具体例の中で、（Ｍ-１）、（Ｍ-２）等が特に好ましい。また、特許第３４７
４３３０号の参考例に記載のＡ，Ｂ，Ｃの化合物も分散安定性に優れ好ましい。本発明に
おいては、一般式（Ｉ）で表されるオルガノシラン化合物の使用量は、特に制限はないが
、無機微粒子当たり１質量％～３００質量％が好ましく、更に好ましくは３質量％～１０
０質量％、最も好ましくは５質量％～５０質量％である。無機酸化物の表面の水酸基基準
の規定度濃度（Formol）当たりでは１～３００モル％が好ましく、更に好ましくは５～３
００モル％、最も好ましくは１０～２００モル％である。オルガノシラン化合物の使用量
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が上記範囲であると、分散液の安定化効果が充分得られ、塗膜形成時に膜強度も上昇する
。複数種のオルガノシラン化合物を併用することも好ましく、複数種の化合物を同時に添
加することも、添加時間をずらして反応させることもできる。また、複数種の化合物を予
め部分縮合物にしてから添加すると反応制御が容易であり好ましい。
【００４９】
＜電離放射線硬化性樹脂＞
　本発明の硬化性組成物は、（Ｂ）成分である電離放射線硬化性樹脂を含有する。電離放
射性樹脂は硬化して本発明の耐擦傷性層のバインダーとなる。
【００５０】
＜バインダー＞
　本発明の耐擦傷性層のバインダーは、（Ｂ）成分である電離放射線硬化性樹脂を電離放
射線による架橋反応、又は、重合反応により形成できる。
【００５１】
　本発明の硬化性組成物は、電離放射線硬化性樹脂として多官能モノマーや多官能オリゴ
マーを含む組成物を透明基材フィルム上に塗布し、重合性基を有する、多官能モノマーや
多官能オリゴマーを架橋反応、又は重合反応させることにより形成することができる。
【００５２】
　重合性基として、（メタ）アクリロイル基、ビニル基、スチリル基、アリル基等の不飽
和の重合性官能基等が挙げられ、中でも、（メタ）アクリロイル基が好ましい。
【００５３】
　本発明の硬化性組成物は、フッ素系バインダーとなる成分を含まないことが好ましい。
フッ素系バインダーは一般に凝集力が低く耐擦傷性を低下させる。
【００５４】
　重合性基を有する多官能モノマーの具体例としては、ネオペンチルグリコールアクリレ
ート、１，６－ヘキサンジオール（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ
）アクリレート等のアルキレングリコールの（メタ）アクリル酸ジエステル類；
　トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）
アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート等のポリオキシアルキレングリコールの（メタ）アクリル酸
ジエステル類；
　ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート等の多価アルコールの（メタ）アクリル
酸ジエステル類；
　２，２－ビス｛４－（アクリロキシ・ジエトキシ）フェニル｝プロパン、２－２－ビス
｛４－（アクリロキシ・ポリプロポキシ）フェニル｝プロパン等のエチレンオキシドある
いはプロピレンオキシド付加物の（メタ）アクリル酸ジエステル類；
等が挙げられる。
【００５５】
　更には、エポキシ（メタ）アクリレート類、ウレタン（メタ）アクリレート類、ポリエ
ステル（メタ）アクリレート類も、光重合性多官能モノマーとして、好ましく用いられる
。
【００５６】
　上記の中でも、多価アルコールと（メタ）アクリル酸とのエステル類が好ましく、１分
子中に３個以上の（メタ）アクリロイル基を有する多官能モノマーがより好ましい。
　具体的には、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタ
ントリ（メタ）アクリレート、１，２，４－シクロヘキサンテトラ（メタ）アクリレート
、ペンタグリセロールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、（ジ）ペンタエリスリトールト
リアクリレート、（ジ）ペンタエリスリトールペンタアクリレート、（ジ）ペンタエリス
リトールテトラ（メタ）アクリレート、（ジ）ペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、トリペンタエリスリトールトリアクリレート、トリペンタエリスリトールヘキ
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サトリアクリレート等が挙げられる。
　本明細書において、「（メタ）アクリレート」、「（メタ）アクリル酸」、「（メタ）
アクリロイル」は、それぞれ「アクリレート又はメタクリレート」、「アクリル酸又はメ
タクリル酸」、「アクリロイル又はメタクリロイル」を表す。
【００５７】
　多官能モノマーは、二種類以上を併用してもよい。
　これらのエチレン性不飽和基を有するモノマーの重合は、光ラジカル開始剤の存在下、
電離放射線の照射により行うことができる。光重合開始剤としては、光ラジカル重合開始
剤と光カチオン重合開始剤が好ましく、特に好ましいのは光ラジカル重合開始剤である。
【００５８】
　電離放射線硬化性樹脂の含有量は、耐擦傷性層の固形分当たり１０～８５重量％が好ま
しく、２３～８９重量％がより好ましく、４５～７５重量％がさらに好ましい。
【００５９】
＜光重合開始剤＞
　前記光ラジカル重合開始剤としては、アセトフェノン類、ベンゾイン類、ベンゾフェノ
ン類、ホスフィンオキシド類、ケタール類、アントラキノン類、チオキサントン類、アゾ
化合物、過酸化物類（特開２００１－１３９６６３号等）、２，３－ジアルキルジオン化
合物類、ジスルフィド化合物類、フルオロアミン化合物類、芳香族スルホニウム類、ロフ
ィンダイマー類、オニウム塩類、ボレート塩類、活性エステル類、活性ハロゲン類、無機
錯体、クマリン類などが挙げられる。
【００６０】
　前記アセトフェノン類の例には、２，２－ジメトキシアセトフェノン、２，２－ジエト
キシアセトフェノン、ｐ－ジメチルアセトフェノン、１－ヒドロキシ－ジメチルフェニル
ケトン、１－ヒドロキシ－ジメチル－ｐ－イソプロピルフェニルケトン、１－ヒドロキシ
シクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－４－メチルチオ－２－モルフォリノプロピ
オフェノン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－
ブタノン、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフ
ェノン、が含まれる。
【００６１】
　前記ベンゾイン類の例には、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチ
ルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルジメチルケタール、ベンゾイン
ベンゼンスルホン酸エステル、ベンゾイントルエンスルホン酸エステル、ベンゾインメチ
ルエーテル、ベンゾインエチルエーテル及びベンゾインイソプロピルエーテルが含まれる
。
　ベンゾフェノン類の例には、ベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、４－ベンゾ
イル－４’－メチルジフェニルサルファイド、２，４－ジクロロベンゾフェノン、４，４
－ジクロロベンゾフェノン及びｐ－クロロベンゾフェノン、４，４’－ジメチルアミノベ
ンゾフェノン（ミヒラーケトン）、３，３’、４、４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシ
カルボニル）ベンゾフェノンなどが含まれる。
【００６２】
　前記ボレート塩としては、例えば、特許第２７６４７６９号、特開２００２－１１６５
３９号等の各公報、及び、Ｋｕｎｚ，Ｍａｒｔｉｎ“Ｒａｄ　Ｔｅｃｈ’９８．Ｐｒｏｃ
ｅｅｄｉｎｇ　Ａｐｒｉｌ　１９～２２頁，１９９８年，Ｃｈｉｃａｇｏ”等に記載され
る有機ホウ酸塩が挙げられる。例えば、前記特開２００２－１１６５３９号明細書の段落
番号［００２２］～［００２７］記載の化合物が挙げられる。
　また、その他の有機ホウ素化合物としては、特開平６－３４８０１１号公報、特開平７
－１２８７８５号公報、特開平７－１４０５８９号公報、特開平７－３０６５２７号公報
、及び特開平７－２９２０１４号公報等の有機ホウ素遷移金属配位錯体等が具体例として
挙げられ、具体例にはカチオン性色素とのイオンコンプレックス類が挙げられる。
【００６３】
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　前記ホスフィンオキシド類の例には、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルフ
ォスフィンオキシドが含まれる。
　前記活性エステル類の例には、１，２－オクタンジオン、１－［４－（フェニルチオ）
－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）］、スルホン酸エステル類、環状活性エステル化合
物などが含まれる。
　具体的には、特開２０００－８００６８記載の実施例記載化合物１～２１が特に好まし
い。
　また、オニウム塩類の例には、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ヨードニウム塩、芳香族
スルホニウム塩が挙げられる。
【００６４】
　前記活性ハロゲン類としては、具体的には、若林　等の“Ｂｕｌｌ　Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ
　Ｊａｐａｎ”４２巻、２９２４頁（１９６９年）、米国特許第３，９０５，８１５号明
細書、特開平５－２７８３０号、Ｍ．Ｐ．Ｈｕｔｔ“Ｊｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｈｅｔｅｒｏ
ｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ”１巻（３号），（１９７０年）等に記載の化合物が
挙げられ、特に、トリハロメチル基が置換したオキサゾール化合物：ｓ－トリアジン化合
物が挙げられる。
　より好適には、少なくとも一つのモノ、ジ又はトリハロゲン置換メチル基がｓ－トリア
ジン環に結合したｓ－トリアジン誘導体が挙げられる。
　これらの開始剤は単独でも混合して用いてもよい。
【００６５】
　市販の光ラジカル重合開始剤としては、日本化薬（株）製のＫＡＹＡＣＵＲＥ（ＤＥＴ
Ｘ－Ｓ，ＢＰ－１００，ＢＤＭＫ，ＣＴＸ，ＢＭＳ，２－ＥＡＱ，ＡＢＱ，ＣＰＴＸ，Ｅ
ＰＤ，ＩＴＸ，ＱＴＸ，ＢＴＣ，ＭＣＡなど）、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株
）製のイルガキュア（６５１，１８４，５００，８１９，９０７，３６９，１１７３，１
８７０，２９５９，４２６５，４２６３など）、サートマー社製のＥｓａｃｕｒｅ（ＫＩ
Ｐ１００Ｆ，ＫＢ１，ＥＢ３，ＢＰ，Ｘ３３，ＫＴ０４６，ＫＴ３７，ＫＩＰ１５０，Ｔ
ＺＴ）等及びそれらの組み合わせが好ましい例として挙げられる。
【００６６】
　光重合開始剤は、電離放射線硬化性樹脂１００質量部に対して、０．１～１５質量部の
範囲で使用することが好ましく、１～１０質量部の範囲で使用することがより好ましい。
【００６７】
＜光増感剤＞
　前記光重合開始剤に加えて、光増感剤を用いてもよい。該光増感剤の具体例として、ｎ
－ブチルアミン、トリエチルアミン、トリ－ｎ－ブチルホスフィン、ミヒラーケトン及び
チオキサントン、などが挙げられる。
　更に、アジド化合物、チオ尿素化合物、メルカプト化合物などの助剤を１種以上組み合
わせて用いてもよい。
　市販の光増感剤としては、日本化薬（株）製のＫＡＹＡＣＵＲＥ（ＤＭＢＩ，ＥＰＡ）
などが挙げられる。
【００６８】
　硬化性化合物、光重合開始剤、光増感剤を合わせた、バインダーの含量は硬化性組成物
の固形分当たり、３０～９５重量％であることが好ましく、４０～９０重量％であること
がより好ましく、５０～８０重量％であることが特に好ましい。
【００６９】
＜高分子増粘剤＞
　本発明の硬化性組成物は、（Ｃ）成分である高分子増粘剤（好ましくは有機高分子増粘
剤）が含まれる。ここでいう高分子増粘剤とは、それを添加することにより液の粘度が増
大するものを意味し、添加することにより塗布液の粘度が上昇する大きさとして好ましく
は０．０５～５０ｃＰであり、さらに好ましくは０．１０～２０ｃＰであり、最も好まし
くは０．１０～１０ｃＰである。
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【００７０】
　本発明では高分子増粘剤が好ましく用いられ、中でも、セルロースエステルであるセル
ロースアセテート、セルロースプロピオネート、セルロースアセテートブチレートは塗布
液の増粘効果に加えて、ケイ素酸化物微粒子の凝集を防止する効果を有しており好ましく
、中でもセルロースアセテートブチレートは特に好ましい。
【００７１】
　本発明の高分子増粘剤は、以下の群Ａから選ばれる少なくとも一種の高分子増粘剤が好
ましく用いられる。
【００７２】
（群Ａ）
ポリ－ε－カプロラクトン
ポリ－ε－カプロラクトン ジオール
ポリ－ε－カプロラクトン トリオール
ポリビニルアセテート
ポリ（エチレン アジペート）
ポリ（１，４－ブチレン アジペート）
ポリ（１，４－ブチレン グルタレート）
ポリ（１，４－ブチレン スクシネート）
ポリ（１，４－ブチレン テレフタレート）
ポリ（エチレンテレフタレート）
ポリ（２－メチル－１，３－プロピレンアジペート）
ポリ（２－メチル－１，３－プロピレン グルタレート）
ポリ（ネオペンチルグリコールアジペート）
ポリ（ネオペンチルグリコール セバケート）
ポリ（１，３－プロピレンアジペート）
ポリ（１，３－プロピレン グルタレート）
ポリビニルブチラール
ポリビニルホルマール
ポリビニルアセタール
ポリビニルプロパナール
ポリビニルヘキサナール
ポリビニルピロリドン
ポリアクリル酸エステル
ポリメタクリル酸エステル
セルロースアセテート
セルロースプロピオネート
セルロースアセテートブチレート
【００７３】
　高分子増粘剤の分子量は、数平均分子量で０．３万～４０万が好ましく、０．４万～３
０万がより好ましく、０．５万～２０万が特に好ましい。
【００７４】
　高分子増粘剤の添加量は、耐擦傷性層の固形分当たり０．５～１０重量％が好ましく、
１～７％がより好ましく、２～５重量％がさらに好ましい。
【００７５】
＜防汚剤＞
　本発明の耐擦傷性層の傷防止効果に加えて、耐擦傷性層の防汚性を有することも好まし
い態様である。そのため、本発明の硬化性組成物にポリシロキサン系またはフッ素系防汚
剤を添加することで、このような機能を付加することができる。このなかでも本発明では
ポリシロキサン系防汚剤が好ましく、不飽和二重結合性基を有するケイ素系防汚剤が特に
好ましい。
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【００７６】
　防汚剤の添加量は、耐擦傷性層全固形分の０．０１～２０重量％が好ましく、０．０５
～１０重量％がより好ましく、０．１～５重量％が特に好ましい。
【００７７】
　不飽和二重結合性基を有するポリシロキサン系防汚剤の例としては、ポリジメチルシロ
キサンと（メタ）アクリル酸等の反応によるシロキサン基を有するモノマーが挙げられる
。末端（メタ）アクリレートのシロキサン化合物の具体例としては、Ｘ－２２－１６４Ａ
、Ｘ－２２－１６４Ｂ、Ｘ－２２－１６４Ｃ、Ｘ－２２－２４０４、Ｘ－２２－１７４Ｄ
、Ｘ－２２－８２０１、Ｘ－２２－２４２６（信越化学工業（株）製）などが挙げられる
。
【００７８】
＜耐擦傷性層の有機溶媒＞
　硬化性組成物は有機溶媒を含有していることが好ましい。他の成分との相溶性、分散性
の観点から、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール、オクタ
ノール等のアルコール類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シ
クロヘキサノン等のケトン類；酢酸エチル、酢酸ブチル、乳酸エチル、γ－ブチロラクト
ン、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエ
チルエーテルアセテート等のエステル類；エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル等のエーテル類；ベンゼン、トルエン、キシレン等
の芳香族炭化水素類；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリ
ドン等のアミド類を挙げることができる。中でも、メタノール、イソプロパノール、ブタ
ノール、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、酢酸エチル、酢酸ブチル、トル
エン、キシレンが好ましい。
【００７９】
　硬化性組成物の固形分濃度は、０．５～３０重量％が好ましく、１～２０重量％がより
好ましく、２～１０重量％が特に好ましい。
【００８０】
＜防眩層の構成＞
　本発明の防眩層は、表面に微細凹凸形状を有するものであればいかなるものでも構わな
いが、少なくとも１種の透光性樹脂と少なくとも１種の光拡散粒子を含有することが好ま
しい。
【００８１】
　本発明の防眩層は、平均粒径が２μｍ～２０μｍの透光性粒子を含有する。透光性粒子
は、平均粒径５μｍ～１５μｍの透光性粒子が好ましく、平均粒径５．５μｍ～１５μｍ
の透光性粒子を含有することがより好ましい。
【００８２】
　防眩層の平均膜厚は、特に限定されないが、４～４０μｍであることが好ましい。防眩
層の平均膜厚が８～４０μｍであることが、視認性（黒締り）とフィルムに垂直に加わる
力に対する傷防止性の点から好ましい。
【００８３】
　本発明の防眩層の態様として、平均粒径が５．５μｍ～１５μｍの透光性粒子、マトリ
ックス形成成分（バインダー用モノマー類等）及び有機溶媒を含有する塗布液を塗布・乾
燥し硬化してなる層であることが好ましい。
【００８４】
　防眩層を形成する塗布液は、例えば、電離放射線等で硬化されて形成する透光性ポリマ
ーの原料となる主たるマトリックス形成バインダー用モノマー類、前記特定粒径の透光性
粒子、重合開始剤、好ましくは、塗布液の粘度を調整するための高分子化合物、カール低
減や屈折率調節等のための無機微粒フィラー、塗布助剤等を含む。
【００８５】
　防眩層の厚さは８μｍ～４０μｍであることが好ましく、更に好ましくは１０μｍ～３
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５μｍであり、最も好ましくは１１μｍ～２５μｍである。８μｍ未満の場合には、下記
に述べる透光性粒子を用いた場合に表面凹凸が大きくなりすぎ黒締まりが悪化し、４０μ
ｍを超えると表面凹凸が小さくなり防眩性が不十分である。
【００８６】
　＜防眩層の透光性粒子＞
　粒子の平均粒径は５．５μｍ～１５μｍが好ましく、６．０μｍ～１２μｍがより好ま
しく、６．０μｍ～１０μｍがさらに好ましい。
【００８７】
　本発明においては、防眩性層を１種類の透光性粒子で形成することもできるが、平均粒
子サイズが同じで、屈折率の異なる２種類の粒子で形成することがより好ましい。本発明
においては、透光性粒子は防眩性層形成用塗布液中に分散され塗布・乾燥・硬化して防眩
層が形成される。透光性粒子の平均粒径は、塗膜中で２つ以上の粒子が隣接して存在して
いる場合も、独立して存在している場合も、平均粒径は一次粒径を指す。但し、一次粒子
径が０．１μｍ程度の凝集性の無機粒子が二次粒子として、本願の粒子サイズを満たす大
きさで塗布液中に分散され、その後塗布されている場合には二次粒子の大きさとする。
　本発明において、粒子の平均粒径が上記の範囲であると塗布液を保存した後の表面形状
の安定性に優れる。また、画面の黒しまりに優れ、且つ適度の防眩性を有することによる
ザラツキ感が少なく、かつ、正面コントラストの低下が少ない。
【００８８】
　本発明において、優れた防眩性と黒締りを同時に達成するためには、上記に加え、透光
性粒子の平均粒子サイズφと膜厚（ｔ）の比（φ／ｔ）が重要である。φＡ／ｔが０．３
～０．７が好ましく、０．３５～０．６５がより好ましい。特に好ましくは０．４～０．
６である。φ／ｔが大きすぎると面荒れが強く外観が悪くなり、小さすぎると黒締りが悪
くなる。
【００８９】
　本発明では、必要な内部散乱性を得るために、粒子とマトリックスとの屈折率を調節す
る必要がある。少なくともい種類の粒子とマトリックスとの屈折率差は０．０２～０．５
が好ましく、更に好ましくは０．０２～０．２０であり、最も好ましくは０．０３～０．
１５である。粒子を２種類含む場合は粒子間の屈折率差は、好ましくは０．０２～０．２
０、更に好ましくは０．０２～０．１０である。
【００９０】
　また、粒子を２種類含む場合、一方がマトリックスよりも屈折率が低く、一方がマトリ
ックスよりも屈折率が高い態様をとることも好ましい。例えば屈折率の高い粒子は屈折率
が１．５４～１．７０が好ましく、更に好ましくは１．５５～１．６０であり、低屈折率
の低い粒子は１．４４～１．５３が好ましく、更に好ましくは１．４６～１．５２である
。２種類の粒子に屈折率差があることで内部散乱と表面の形状の制御が容易となる。また
、塗布液を保存した後の表面形状の安定性が向上する。
【００９１】
　塗布液の保存前後での表面形状の安定性が向上する原因は明確ではないが以下の様に推
定している。屈折率が異なる粒子を用いた場合は表面状態が異なるため、マトリックス中
での凝集分散挙動も異なる。凝集を起こしやすい粒子に対して、粒子サイズが僅かに異な
り凝集を起こしにくい粒子が共存することで、粒子凝集が塗布液保存中に進行することな
く、塗布された防眩性層の表面形態の安定化が実現される。例えば、汎用の多官能アクリ
レート化合物をマトリックス形成バインダーに使用した場合、透光性粒子の屈折率が１．
５４以上の樹脂粒子を用いた場合には粒子の凝集傾向が強く、塗布物の経時での表面形状
変化が大きくなりやすい。粒子サイズの異なる粒子を混合することで、凝集体のサイズが
大きく成長するのを抑止することができ、表面形状の安定化が実現される。また、更に粒
子自身の凝集性の小さい屈折率１．５３以下の粒子を混合することで、更に有効に凝集体
の成長を抑止することができ、表面形態の安定化が達成される。
【００９２】
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　粒子の添加量は、光散乱層の全固形分中の１～６０質量％が好ましく、２～５０質量％
であることが更に好ましく、最も好ましくは３～４０質量％である。粒子がこの比率であ
ると、塗布液の経時変化に伴う塗膜の表面形態の変動を小さくする効果に優れる。
【００９３】
　粒子は、以下に説明する粒子の中から、所望の屈折率、平均粒子サイズに応じて選択す
ることができる。
【００９４】
　本発明では、透光性粒子として、樹脂粒子および／または無機微粒子が用いられる。
【００９５】
　樹脂粒子の具体例としては、例えば架橋ポリメチルメタアクリレート粒子、架橋メチル
メタアクリレート－スチレン共重合体粒子、架橋ポリスチレン粒子、架橋メチルメタアク
リレート－メチルアクリレート共重合粒子、架橋アクリレート－スチレン共重合粒子、メ
ラミン・ホルムアルデヒド樹脂粒子、ベンゾグアナミン・ホルムアルデヒド樹脂粒子等の
樹脂粒子が好ましく挙げられる。なかでも架橋スチレン粒子、架橋ポリメチルメタアクリ
レート粒子、架橋メチルメタアクリレート－スチレン共重合体粒子等が好ましい。さらに
はこれらの樹脂粒子の表面にフッ素原子、シリコン原子、カルボキシル基、水酸基、アミ
ノ基、スルホン酸基、燐酸基等を含む化合物を化学結合させた所謂表面修飾した粒子やシ
リカやジルコニアなどのナノサイズの無機微粒子を表面に結合した粒子も好ましく挙げら
れる。また、透光性粒子として、無機微粒子を用いることもできる。無機微粒子の具体例
としては、シリカ粒子、アルミナ粒子等が好ましく挙げられるが、シリカ粒子が特に好ま
しく用いられる。
【００９６】
　塗布のムラや干渉ムラを目立ちずらくする、あるいは、コストの観点から、マトリック
スの屈折率を１．５４以下、特に好ましくは屈折率１．５３以下にする場合は、本発明で
は、透光性粒子は、架橋ポリメチルメタアクリレート粒子、架橋メチルメタアクリレート
－スチレン共重合体粒子、シリカ粒子が好ましい。架橋メチルメタアクリレート－スチレ
ン共重合体粒子を用いる場合、スチレンの共重合比率を５０％以上９０％以下にすること
が好ましい。
【００９７】
　粒子の形状は、真球又は不定形のいずれも使用できる。粒度分布はヘイズ値と拡散性の
制御性、塗布面状の均質性から単分散性粒子が好ましい。例えば平均粒子径よりも２０％
以上粒子径が大きな粒子を粗大粒子と規定した場合、この粗大粒子の割合は全粒子数の１
％以下であることが好ましく、より好ましくは０．１%以下であり、さらに好ましくは、
０．０１％以下である。このような粒子径分布を持つ粒子は通常の合成反応後に、分級に
よって得られ、分級の回数を上げることやその程度を強くすることにより、より好ましい
分布の粒子を得ることができる。
【００９８】
　粒子の粒度分布はコールターカウンター法により測定し、測定された分布を粒子数分布
に換算する。平均粒径は得られた粒子分布から算出する。
【００９９】
　本発明の防眩フィルムにおいて、表面散乱に起因するヘイズ値は０～１０％であること
が好ましく、更に好ましくは０．５～５％である。表面ヘイズをこの範囲にすることで黒
締まりに優れた防眩フィルムが得られる。また、内部散乱に起因するヘイズ値は８～９０
％であることが好ましく、更に好ましくは１０～４０％、最も好ましくは１０～３０％で
ある。内部へイズをこの範囲にすることで、表面コントラストの低下とギラツキの防止の
２つの性能を実用的に満足させることができる。これらへイズの調節は、透光性粒子の種
類と量の調節により行うことができる。
【０１００】
＜防眩層のマトリックス形成用バインダー＞
　防眩層を形成するマトリックスを形成するバインダーとしては、特に限定されないが、



(20) JP 2010-32916 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

電離放射線等による硬化後に飽和炭化水素鎖、又はポリエーテル鎖を主鎖として有する透
光性ポリマーであることが好ましい。また、硬化後の主たるバインダーポリマーは架橋構
造を有することが好ましい。
【０１０１】
　硬化後に飽和炭化水素鎖を主鎖として有するバインダーポリマーとしては、下記に述べ
る第一群の化合物より選ばれるエチレン性不飽和モノマー及びこれらの重合体が好ましい
。また、ポリエーテル鎖を主鎖として有するポリマーとしては、下記に述べる第二群の化
合物より選ばれるエポキシ系モノマー及びこれらの開環による重合体が好ましい。さらに
これらのモノマー類の混合物の重合体も好ましい。
【０１０２】
　本発明では、第一群の化合物として、飽和炭化水素鎖を主鎖として有し、且つ架橋構造
を有するバインダーポリマーとしては、２個以上のエチレン性不飽和基を有するモノマー
の（共）重合体が好ましい。高屈折率にするには、このモノマーの構造中に芳香族環や、
フッ素以外のハロゲン原子、硫黄原子、リン原子、及び窒素原子から選ばれた少なくとも
１種を含むことが好ましい。
【０１０３】
　光散乱層を形成するためのバインダーポリマーに用いられる、２個以上のエチレン性不
飽和基を有するモノマーとしては、多価アルコールと（メタ）アクリル酸とのエステル｛
例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－シクロヘキサンジアクリ
レート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロ
ールエタントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘ
キサ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、１，２
，３－クロヘキサンテトラメタクリレート、ポリウレタンポリアクリレート、ポリエステ
ルポリアクリレート｝、ビニルベンゼン及びその誘導体（例えば、１，４－ジビニルベン
ゼン、４－ビニル安息香酸－２－アクリロイルエチルエステル、１，４－ジビニルシクロ
ヘキサノン）、ビニルスルホン（例えば、ジビニルスルホン）、（メタ）アクリルアミド
（例えば、メチレンビスアクリルアミド）等が挙げられる。
【０１０４】
　さらに、２個以上のエチレン性不飽和基を有する樹脂、例えば比較的低分子量のポリエ
ステル樹脂、ポリエーテル樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、アルキッ
ド樹脂、スピロアセタール樹脂、ポリブタジエン樹脂、ポリチオールポリエン樹脂および
多価アルコール等の、多官能化合物などのオリゴマー又はプレポリマー等もあげられる。
これらのモノマーは２種以上併用してもよく、また、２個以上のエチレン性不飽和基を有
する樹脂はバインダー全量に対して１０～１００％含有することが好ましい。
【０１０５】
　これらのエチレン性不飽和基を有するモノマーの重合は、光ラジカル重合開始剤又は熱
ラジカル重合開始剤の存在下、電離放射線の照射又は加熱により行うことができる。従っ
て、エチレン性不飽和基を有するモノマー、光ラジカル重合開始剤又は熱ラジカル重合開
始剤、および粒子、必要に応じて無機フィラー、塗布助剤、その他の添加剤、有機溶媒等
を含有する塗布液を調製し、該塗布液を透明支持体上に塗布後、電離放射線又は熱による
重合反応により硬化して防眩層を形成する。電離放射線硬化と熱硬化を合わせて行うこと
も好ましい。光及び熱重合開始剤としては市販の化合物を利用することができ、それらは
、「最新ＵＶ硬化技術」（ｐ．１５９，発行人；高薄一弘，発行所；（株）技術情報協会
，１９９１年発行）や、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）のカタログに記載され
ている。
【０１０６】
　本発明では、第二群の化合物として、硬化膜の硬化収縮低減のためには、以下で述べる
エポキシ系化合物を用いることが好ましい。これらのエポキシ基を有するモノマー類とし
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ては、１分子中にエポキシ基を２基以上有するモノマーが好ましく、これらの例としては
特開２００４－２６４５６３号、同２００４－２６４５６４号、同２００５－３７７３７
号、同２００５－３７７３８号、同２００５－１４０８６２号、同２００５－１４０８６
２号、同２００５－１４０８６３号、同２００２－３２２４３０号等に記載されているエ
ポキシ系モノマー類が挙げられる。
　エポキシ基を有するモノマー類は層を構成する全バインダーに対して２０～１００質量
％含有することが硬化収縮低減のために好ましく、３５～１００質量％含有することがよ
り好ましく、５０～１００質量％含有することがさらに好ましい。
【０１０７】
　エポキシ系モノマー、化合物類を重合させるための、光の作用によってカチオンを発生
させる光酸発生剤としては、トリアリールスルホニウム塩やジアリールヨードニウム塩な
どのイオン性の化合物やスルホン酸のニトロベンジルエステルなどの非イオン性の化合物
等が挙げられ、有機エレクトロニクス材料研究会編、「イメージング用有機材料」ぶんし
ん出版社刊（１９９７）などに記載されている化合物等種々の公知の光酸発生剤が使用で
きる。この中で特に好ましくはスルホニウム塩もしくはヨードニウム塩であり、対イオン
としてはＰＦ６

－、ＳｂＦ６
－、ＡｓＦ６

－、Ｂ（Ｃ６Ｆ５）４
－などが好ましい。

【０１０８】
　重合開始剤は、上記第一群又は第二群の化合物１００質量部に対して、重合開始剤総量
で０．１～１５質量部の範囲で使用することが好ましく、１～１０質量部の範囲がより好
ましい。
【０１０９】
＜防眩層の高分子化合物＞
　本発明の防眩層は、高分子化合物を含有してもよい。高分子化合物を添加することで、
硬化収縮を小さくしたり、塗布液の粘度調整を行うことができる。
【０１１０】
　高分子化合物は、塗布液に添加する時点で既に重合体を形成しており、該高分子化合物
としては、例えばセルロースエステル類（例えば、セルローストリアセテート、セルロー
スジアセテート、セルロースプロピオネート、セルロースアセテートプロピオネート、セ
ルロースアセテートブチレート、セルロースナイトレート等）、ウレタンアクリレート類
、ポリエステルアクリレート類、（メタ）アクリル酸エステル類（例えば、メタクリル酸
メチル／（メタ）アクリル酸メチル共重合体、メタクリル酸メチル／（メタ）アクリル酸
エチル共重合体、メタクリル酸メチル／（メタ）アクリル酸ブチル共重合体、メタクリル
酸メチル／スチレン共重合体、メタクリル酸メチル／（メタ）アクリル酸共重合体、ポリ
メタクリル酸メチル等）、ポリスチレン等の樹脂が好ましく用いられる。
【０１１１】
　高分子化合物は、硬化収縮への効果や塗布液の粘度増加効果の観点から、高分子化合物
を含有する層に含む全バインダーに対して、好ましくは１～５０質量％、より好ましくは
５～４０質量％の範囲で含有することが好ましい。また、高分子化合物の分子量は質量平
均で０．３万～４０万が好ましく、０．５万～３０万がより好ましく、０．５万～２０万
がさらに好ましい。
【０１１２】
＜防眩層の無機フィラー＞
　本発明の防眩層には、上記の粒子Ａ及び粒子Ｂに加えて、屈折率の調整、膜強度の調整
、硬化収縮減少、さらに低屈折率層を設けた場合の反射率低減の目的に応じて、無機フィ
ラー使用することもできる。例えば、チタン、ジルコニウム、アルミニウム、インジウム
、亜鉛、錫、アンチモンのうちより選ばれる少なくとも１種の金属元素を含有する酸化物
からなり、一次粒子の平均粒径が、一般に０．２μｍ以下、好ましくは０．１μｍ以下、
より好ましくは０．０６μｍ以下１ｎｍ以上である微細な高屈折率無機フィラーを含有す
ることも好ましい。
【０１１３】
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　粒子Ａまたは粒子Ｂとの屈折率差を調整するために、マトリックスの屈折率を低くする
必要が生じた場合は、無機フィラーとして、シリカ微粒子、中空シリカ微粒子等の微細な
低屈折率無機フィラーを用いることができる。好ましい粒径は、前記の微細な高屈折率無
機フィラーと同じである。
【０１１４】
　無機フィラーは、表面をシランカップリング処理又はチタンカップリング処理されるこ
とも好ましく、フィラー表面にバインダー種と反応できる官能基を有する表面処理剤が好
ましく用いられる。
【０１１５】
　無機フィラーの添加量は、光散乱層の全質量の１０～９０質量％であることが好ましく
、より好ましくは２０～８０質量％であり、特に好ましくは３０～７５質量％である。
【０１１６】
　なお、無機フィラーは、粒径が光の波長よりも十分短いために散乱が生じず、バインダ
ーポリマーに該フィラーが分散した分散体は光学的に均一な物質の性質を有する。
【０１１７】
　＜防眩層の界面活性剤＞
　本発明の防眩層では、特に塗布ムラ、乾燥ムラ、点欠陥等の面状均一性を確保するため
に、フッ素系、シリコーン系の何れかの界面活性剤、あるいはその両者を光散乱層用の塗
布組成物中に含有することが好ましい。特に、フッ素系の界面活性剤は、より少ない添加
量において、本発明の光学フィルムの塗布ムラ、乾燥ムラ、点欠陥等の面状故障を改良す
る効果が現れるため、好ましく用いられる。
　面状均一性を高めつつ、高速塗布適性を持たせることにより生産性を高めることが目的
である。フッ素系の界面活性剤の好ましい例としては、例えば、特開２００７－１８８０
７０号公報の段落番号００４９～００７４に記載の化合物が挙げられる。
【０１１８】
　本発明の防眩層で用いられる界面活性剤（特に、フッ素系ポリマー）の好ましい添加量
は、塗布液に対して０．００１～５質量％の範囲であり、好ましくは０．００５～３質量
％の範囲であり、更に好ましくは０．０１～１質量％の範囲である。界面活性剤の添加量
が０．００１質量％以上で効果が十分であり、また５質量％以下とすることで、塗膜の乾
燥が十分に行われ、塗膜としての良好な性能（例えば反射率、耐擦傷性）が得られる。
【０１１９】
　＜防眩層用塗布液の有機溶媒＞
　防眩層を形成する塗布組成物には、有機溶媒を添加することができる。
【０１２０】
　有機溶媒としては、例えばアルコール系では、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノ
ール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、第二ブタノール、第三ブタ
ノール、イソアミルアルコール、１－ペンタノール、ｎ－ヘキサノール、メチルアミルア
ルコール等、ケトン系では、メチルイソブチルケトン、メチルエチルケトン、ジエチルケ
トン、アセトン、シクロヘキサノン、ジアセトンアルコール等、エステル系では、酢酸メ
チル、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸イソプロピル、酢酸イソブチル、酢酸ｎ－ブ
チル、酢酸イソアミル、酢酸ｎ－アミル、プロピオン酸メチル、プロピオン酸エチル、酪
酸メチル、酪酸エチル、酢酸メチル、乳酸メチル、乳酸エチル等、エーテル、アセタール
系では、１，４ジオキサン、テトラヒドロフラン、２－メチルフラン、テトラヒドロピラ
ン、ジエチルアセタール等、炭化水素系では、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、イソオク
タン、リグロイン、シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン、トルエン、キシレン、エチ
ルベンゼン、スチレン、ジビニルベンゼン等、ハロゲン炭化水素系では、四塩化炭素、ク
ロロホルム、塩化メチレン、塩化エチレン、１，１，１－トリクロルエタン、１，１，２
－トリクロルエタン、トリクロルエチレン、テトラクロルエチレン、１，１，１，２－テ
トラクロルエタン等、多価アルコールおよびその誘導体系では、エチレングリコール、エ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレ
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ングリコールモノアセテート、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピ
レングリコール、ブタンジオール、ヘキシレングリコール、１，５－ペンタンジオール、
グリセリンモノアセテート、グリセリンエーテル類、１，２，６－ヘキサントリオール等
、脂肪酸系では、蟻酸、酢酸、プロピオン酸、絡酸、イソ絡酸、イソ吉草酸、乳酸等、窒
素化合物系では、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、アセトアミド、アセト
ニトリル等、イオウ化合物系では、ジメチルスルホキシド等、が挙げられる。
【０１２１】
　有機溶媒の中でメチルイソブチルケトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、ア
セトン、トルエン、キシレン、酢酸エチル、１－ペンタノール等が特に好ましい。また、
有機溶媒には、凝集性制御の目的でアルコール、多価アルコール系の溶媒を適宜混合して
用いてもよい。これらの有機溶媒は、単独でも混合して用いてもよく、塗布組成物中に有
機溶媒総量として、２０重量％～９０重量％含有することが好ましく、３０重量％～８０
重量％含有することがより好ましく、４０重量％～７０重量％含有することが最も好まし
い。防眩層の表面形状の安定化のためには、沸点が１００℃未満の溶媒と沸点が１００℃
以上の溶媒を併用することが好ましい。
【０１２２】
　＜防眩層の硬化＞
　防眩層は、塗布液を支持体に塗布後、光照射、電子線ビーム照射、加熱処理などを実施
して、架橋又は重合反応させて形成できる。紫外線照射の場合、超高圧水銀灯、高圧水銀
灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、キセノンアーク、メタルハライドランプ等の光線から
発する紫外線等が利用できる。紫外線による硬化は、窒素パージ等で酸素濃度が４体積％
以下、更に好ましくは２体積％以下、最も好ましくは０．５体積％以下の雰囲気下で硬化
することが好ましい。
【０１２３】
　＜透明プラスチックフィルム基材＞
　本発明の透明プラスチックフィルム基材（透明支持体）としては、プラスチックフィル
ムを用いることが好ましい。プラスチックフィルムを形成するポリマーとしては、セルロ
ースアシレート（例、トリアセチルセルロース、ジアセチルセルロース、代表的には富士
フイルム社製ＴＡＣ－ＴＤ８０Ｕ，ＴＤ８０ＵＦなど）、ポリアミド、ポリカーボネート
、ポリエステル（例、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート）、ポリ
スチレン、ポリオレフィン、ノルボルネン系樹脂（アートン：商品名、ＪＳＲ社製）、非
晶質ポリオレフィン（ゼオネックス：商品名、日本ゼオン社製）、（メタ）アクリル系樹
脂（アクリペットＶＲＬ２０Ａ：商品名、三菱レイヨン社製、特開２００４－７０２９６
号公報や特開２００６－１７１４６４号公報記載の環構造含有アクリル系樹脂）などが挙
げられる。このうちトリアセチルセルロース、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレ
ンナフタレート、が好ましく、特にトリアセチルセルロースが好ましい。
【０１２４】
　透明支持体の厚さは、通常２５μｍ～１０００μｍ程度のものを用いることができるが
、好ましくは２５μｍ～２５０μｍであり、３０μｍ～９０μｍであることがより好まし
い。
【０１２５】
　透明支持体の幅は任意のものを使うことができるが、ハンドリング、得率、生産性の点
から通常は１００～５０００ｍｍのものが用いられ、８００～３０００ｍｍであることが
好ましく、１０００～２０００ｍｍであることがさらに好ましい。透明支持体はロール形
態の長尺で取り扱うことができ、通常１００ｍ～５０００ｍ、好ましくは５００ｍ～３０
００ｍのものである。
【０１２６】
　透明支持体の表面は平滑であることが好ましく、平均粗さＲａの値が１μｍ以下である
ことが好ましく、０．０００１～０．５μｍであることが好ましく、０．００１～０．１
μｍであることがさらに好ましい。
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【０１２７】
　本発明の光学フィルムを液晶表示装置に用いる場合、片面に粘着層を設ける等してディ
スプレイの最表面に配置する。また、本発明の光学フィルムと偏光板を組み合わせてもよ
い。該透明支持体がトリアセチルセルロースの場合は偏光板の偏光層を保護する保護フィ
ルムとしてトリアセチルセルロースが用いられるため、本発明の光学フィルムをそのまま
保護フィルムに用いることがコストの上では好ましい。
【０１２８】
　本発明の防眩フィルムは、そのまま偏光板用保護フィルムとして使用される場合には、
十分に接着させるためには透明支持体上に最外層を形成した後、鹸化処理を実施すること
が好ましい。鹸化処理は、公知の手法、例えば、アルカリ液の中に該フィルムを適切な時
間浸漬して実施される。アルカリ液に浸漬した後は、該フィルムの中にアルカリ成分が残
留しないように、水で十分に水洗したり、希薄な酸に浸漬してアルカリ成分を中和するこ
とが好ましい。
　鹸化処理することにより、最外層を有する側とは反対側の透明支持体の表面が親水化さ
れる。
【０１２９】
＜塗布方式＞
　本発明の防眩フィルムは以下の方法で形成することができるが、この方法に制限されな
い。まず、各層を形成するための成分を含有した塗布液が調製される。次に、防眩層を形
成するための塗布液をディップコート法、エアーナイフコート法、カーテンコート法、ロ
ーラーコート法、ワイヤーバーコート法、グラビアコート法やダイコート法により透明支
持体上に塗布し、加熱・乾燥するが、マイクログラビアコート法、ワイヤーバーコート法
、ダイコート法（米国特許２６８１２９４号明細書、特開２００６－１２２８８９号明細
書参照）がより好ましく、ダイコート法が特に好ましい。
【０１３０】
　その後、光照射あるいは加熱して、防眩層を形成するモノマーを重合して硬化する。こ
れにより防眩層が形成される。
【０１３１】
　次に、同様にして耐擦傷性層を形成するための塗布液を防眩層上に塗布し、光照射し耐
擦傷性層が形成される。このようにして本発明の防眩フィルムが得られる。
　防眩層の下層または防眩層と耐擦傷性層の間に他の機能性層を形成する場合は、防眩層
と同様の方法を用いて形成することができる。
【０１３２】
　＜偏光板＞
　偏光板は、偏光膜の表側および裏側の両面を保護する２枚の保護フィルムで主に構成さ
れる。本発明の光学フィルムは、偏光膜を両面から挟む２枚の保護フィルムのうち少なく
とも１枚に用いることが好ましい。本発明の光学フィルムが保護フィルムを兼ねることで
、偏光板の製造コストを低減できる。また、本発明の光学フィルムを最表層に使用するこ
とにより、外光の映り込み等が防止され、耐傷性、防汚性等も優れた偏光板とすることが
できる。
【０１３３】
　親水化された表面は、ポリビニルアルコールを主成分とする偏光膜との接着性を改良す
るのに特に有効である。また、親水化された表面は、空気中の塵埃が付着しにくくなるた
め、偏光膜と接着させる際に偏光膜と光学フィルムの間に塵埃が入りにくく、塵埃による
点欠陥を防止するのに有効である。
　鹸化処理は、最外層を有する側とは反対側の透明支持体の表面の水に対する接触角が４
０゜以下になるように実施することが好ましい。更に好ましくは３０゜以下、特に好まし
くは２０゜以下である。
【０１３４】
　＜画像表示装置＞
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　本発明の光学フィルムは、液晶表示装置（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイパネル（Ｐ
ＤＰ）、エレクトロルミネッセンスディスプレイ（ＥＬＤ）や陰極管表示装置（ＣＲＴ）
、表面電界ディスプレイ（ＳＥＤ）のような画像表示装置に適用することができる。特に
好ましくは液晶表示装置（ＬＣＤ）に用いられる。本発明の光学フィルムは透明支持体を
有しているので、透明支持体側を画像表示装置の画像表示面に接着して用いられる。
【０１３５】
　本発明の光学フィルムは、偏光膜の表面保護フィルムの片側として用いた場合、ツイス
テットネマチック（ＴＮ）、スーパーツイステットネマチック（ＳＴＮ）、バーティカル
アライメント（ＶＡ）、インプレインスイッチング（ＩＰＳ）、オプティカリーコンペン
セイテットベンドセル（ＯＣＢ）等のモードの透過型、反射型、または半透過型の液晶表
示装置に好ましく用いることができる。
【実施例】
【０１３６】
　本発明を詳細に説明するために、以下に実施例を挙げて説明するが、本発明はこれらに
限定されるものではない。なお、特別の断りの無い限り、「部」及び「％」は質量基準で
ある。
【０１３７】
（防眩層用塗布液Ａ－１の組成）
　　ＰＥＴ－３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｇ
　　８μｍ架橋アクリル粒子（３０％）　　　　　　　　２０．０ｇ
　　８μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（３０％）　　　５２．６ｇ
　　ＦＰ－１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
　　ＣＡＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５ｇ
　　ＭＩＢＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７２．６ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２．５ｇ
【０１３８】
　上記防眩層用塗布液各々について孔径３０μｍのポリプロピレン製フィルターでろ過し
て塗布液を調製した。
　上記塗布液において硬化後のマトリックスの屈折率は１．５２５であった。
【０１３９】
　ここで、該透光性粒子を除く光拡散層の膜の屈折率は、アッベ屈折計で直接測定した。
また、透光性粒子の屈折率は、ヨウ化メチレン、１，２－ジブロモプロパン、ｎ－ヘキサ
ンから選ばれる任意の屈折率の異なる２種類の溶媒の混合比を変化させて屈折率を変化さ
せた溶媒中に透光性粒子を等量分散して濁度を測定し、濁度が極小になった時の溶媒の屈
折率をアッベ屈折計で測定することで測定した。
【０１４０】
　粒子の屈折率は下記の通りであった。
　　８μｍ架橋アクリル粒子　　　　　　　　　　　　　　１．５００
　　８μｍ架橋アクリル・スチレン粒子　　　　　　　　　１．５５５
【０１４１】
［無機酸化物微粒子の表面処理］
（分散液Ａ－１の調製）
　シリカ微粒子ゾル（日産化学工業（株）製メタノールシリカゾル、平均粒子径１２ｎｍ
、シリカ濃度３０％）を分散液Ａとする。分散液Ａを用いて、総液量がほぼ一定になるよ
うにメチルエチルケトン（ＭＥＫ）を添加しながら２５℃で減圧蒸留により溶媒を置換し
た。最終的に固形分が２０％になるように調節して分散液Ａ－１を調製した。
【０１４２】
（分散液Ａ－２の調製）
　シリカ微粒子ゾル（日産化学工業（株）製メタノールシリカゾル、平均粒子径１２ｎｍ
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、シリカ濃度３０％）３３３部にアクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン８部、
およびジイソプロポキシアルミニウムエチルアセテート１．５部加え混合した後に、イオ
ン交換水を９部を加えた。６０℃で８時間反応させた後に室温まで冷却し、アセチルアセ
トン１．８部を添加した。総液量がほぼ一定になるようにＭＥＫを添加しながら減圧蒸留
により溶媒を置換した。最終的に固形分が２０％になるように調節して分散液Ａ－２を調
製した。
【０１４３】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－１の組成）
　　シリカ分散液Ａ－１（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　ＩＰＡ－ＳＴ－Ｌ（３０％）　　　　　　　　　　　　　６．７ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７．６ｇ
　　ＣＡＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０９５．０ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１４４】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－２の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　ＩＰＡ－ＳＴ－Ｌ（３０％）　　　　　　　　　　　　　６．７ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７．６ｇ
　　ＣＡＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０９５．０ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１４５】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－３の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　ＩＰＡ－ＳＴ－Ｌ（３０％）　　　　　　　　　　　　　６．７ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７．６ｇ
　　ＰＭＭＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０９５．０ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１４６】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－４の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．６ｇ
　　ＣＡＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１０１．７ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１４７】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－５の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．６ｇ
　　ＣＡＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１０１．７ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１４８】
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（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－６の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．６ｇ
　　ＣＡＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１０１．７ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１４９】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－７の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３．６ｇ
　　ＣＡＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１０１．７ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１５０】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－８の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７．６ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１０１．７ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１５１】
　上記耐擦傷性層用塗布液は孔径１μｍのポリプロピレン製フィルターでろ過して塗布液
を調製した。上記塗布液を塗布硬化してなる耐擦傷性層の硬化後の屈折率は何れも１．５
０であった。
【０１５２】
　それぞれ使用した化合物を以下に示す。
　ＰＥＴ－３０：ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
アクリレートの混合物［日本化薬（株）製］；
　ＤＰＨＡ：ジペンタエリスリトールペンタアクリレートとジペンタエリスリトールヘキ
サアクリレートの混合物［日本化薬（株）製］；
　８μｍ架橋アクリル粒子（３０％）：平均粒径８．０μｍ［綜研化学（株）製］の３０
ｗｔ％ＭＩＢＫ分散液、ポリトロン分散機にて１００００ｒｐｍで２０分間分散し調製）
　８μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（３０％）：平均粒径８．０μｍ［積水化成品工業
（株）製］の３０ｗｔ％ＭＩＢＫ分散液、ポリトロン分散機にて１００００ｒｐｍで２０
分間分散し調製）
　イルガキュア１２７：重合開始剤[チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製]；
　ＣＡＢ：セルロースアセテートブチレート（数平均分子量約４００００）；
　ＣＡＰ：セルロースアセテートプロピオネート（数平均分子量約４００００）；
　ＰＭＭＡ：ポリメチルメタアクリレート（数平均分子量約４００００）；
　ＭＩＢＫ：メチルイソブチルケトン；
　ＭＥＫ：メチルエチルケトン；
　ＭＭＰＧ－Ａｃ：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート；
　ＩＰＡ－ＳＴ－Ｌ：シリカ微粒子ゾル（日産化学工業（株）製　平均粒径約４５ｎｍ、
シリカ濃度３０％）
【０１５３】
　ＳＰ－１３：フッ素系の界面活性剤（ＭＥＫの１０質量％溶液として溶解した後に使用
した。）
【０１５４】
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【化６】

【０１５５】
［実施例１］
（防眩フィルム試料１０１～１１２の作製）
【０１５６】
（１）防眩層の塗設
　８０μｍの厚さのトリアセチルセルロースフイルム（ＴＡＣ－ＴＤ８０Ｕ、富士フイル
ム（株）製）をロール形態で巻き出して、防眩層用塗布液Ａ－１を使用し、特開２００６
－１２２８８９号明細書実施例１記載のスロットダイを用いたダイコート法で、搬送速度
３０ｍ／分の条件で塗布し、６０℃で１５０秒乾燥の後、さらに窒素パージ下酸素濃度約
０．１％で１６０Ｗ／ｃｍの空冷メタルハライドランプ（アイグラフィックス（株）製）
を用いて、照度４００ｍＷ／ｃｍ2、照射量１００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射して塗布層
を硬化させ巻き取った。各防眩層の膜厚は１３μｍになるように塗布量を調整した。
【０１５７】
（２）耐擦傷性層の塗設
　上記防眩層を塗設したトリアセチルセルロースフイルムを再び巻き出して、上記耐擦傷
性層用塗布液を前記のスロットダイを用いたダイコート法で、搬送速度３０ｍ／分の条件
で塗布し、９０℃で７５秒乾燥の後、窒素パージ下酸素濃度０．０１～０．１％で２４０
Ｗ／ｃｍの空冷メタルハライドランプ（アイグラフィックス（株）製）を用いて、照度４
００ｍＷ／ｃｍ2、照射量２４０ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射し、表１に示した膜厚になる
ように塗布量を調整し耐擦傷性層を形成し、巻き取り、防眩フィルムを作成した。
なお、試料Ｎｏ１０１のサンプルでは耐擦傷性層は積層しなかった。
【０１５８】
（防眩フィルムの鹸化処理）
　上記で作成した試料１０１～１１２に、以下の処理を行った。１．５ｍｏｌ／Ｌの水酸
化ナトリウム水溶液を調製し、５５℃に保温した。０．０１ｍｏｌ／Ｌの希硫酸水溶液を
調製し、３５℃に保温した。 作製した光学フィルムを上記の水酸化ナトリウム水溶液に
２分間浸漬した後、水に浸漬し、水酸化ナトリウム水溶液を十分に洗い流した。次いで、
上記の希硫酸水溶液に１分間浸漬した後、水に浸漬し希硫酸水溶液を十分に洗い流した。
最後に試料を１２０℃で十分に乾燥させた。このようにして、鹸化処理済み光学フィルム
（１０１～１１２）を作製した。
【０１５９】
（偏光板の作製）
　１．５ｍｏｌ／Ｌ、５５℃のＮａＯＨ水溶液中に２分間浸漬したあと中和、水洗した、
８０μｍの厚さのトリアセチルセルロースフイルム（ＴＡＣ－ＴＤ８０Ｕ、富士フイルム
（株）製）と、実施例１における本発明試料（鹸化処理済み）の各々のフィルムに、ポリ
ビニルアルコールにヨウ素を吸着させ、延伸して作製した偏光膜の両面を接着、保護して
偏光板を作製した。このようにして偏光板を作製した。
【０１６０】
（光学フィルムおよび偏光板の評価）
　得られたこれらの光学フィルム試料について、以下の項目の評価を行った。結果を表１
に示した。
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（１）風ムラの評価
　防眩フィルムをＡ４の大きさのシートに切り出し、裏面に黒色粘着剤付きＰＥＴフイル
ムを貼り付け、３波長蛍光灯５００ルックス及び１０００ルックス下で目視で、以下の基
準で評価した。１０００ルックスで評価した方が僅かなムラも検出できる。Ａ４のシート
５枚を観察し、ムラの発生の頻度を評価した。
【０１６２】
◎：１０００ルックス下で観察してもムラが認められない。
○：１０００ルックス下では１個以下のムラが認められるが、５００ルックス下ではムラ
が認められない。
○△：５００ルックス下で１個以下のムラが認められる。
△：５００ルックス下で１～３個のムラが認められる。
×：５００ルックス下で３個以上のムラが認められる。
【０１６３】
（２）白化
　防眩フイルムをＡ４の大きさのシートに切り出し、裏面に黒色粘着剤付きＰＥＴフイル
ムを貼り付け、３波長蛍光灯１０００ルックス下で目視で、以下の基準で白っぽさの程度
を評価した。
【０１６４】
○：ほとんど白っぽさは認められない。
△：僅かに白っぽさが認められる。
×：はっきりと白っぽさが認められる。
【０１６５】
（３）スチールウール（ＳＷ）耐傷性評価
　ラビングテスターを用いて、以下の条件でこすりテストをおこなった。
評価環境条件：２５℃、６０％ＲＨ
こすり材：試料と接触するテスターのこすり先端部（１ｃｍ×１ｃｍ）にスチールウール
（日本スチールウール（株）製、ゲレードNo.００００）を巻いて、動かないようバンド
固定した。
移動距離（片道）：１３ｃｍ、こすり速度：１３ｃｍ／秒、荷重：５００ｇ／ｃｍ2、先
端部接触面積：１ｃｍ×１ｃｍ、こすり回数：１０往復。
　こすり終えた試料の裏側に油性黒インキを塗り、反射光で目視観察して、こすり部分の
傷を、以下の基準で評価した。
【０１６６】
◎：非常に注意深く見ても、全く傷が見えない。
○：非常に注意深く見ると僅かに弱い傷が見える。
○△：弱い傷が見える。
△：中程度の傷が見える。
×：一目見ただけで分かる傷がある。
【０１６７】
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【表１】

【０１６８】
　表１に示される結果より、以下のことが明らかである。防眩層に本発明の耐擦傷性層を
有し、該耐擦傷性層が（Ａ）ケイ素酸化物微粒子、（Ｂ）電離放射線樹脂、（Ｃ）高分子
増粘剤を含有する組成物から形成され、膜厚が０．０５～０．４μｍである場合、風ムラ
と白化が無く視認性に優れ、耐擦傷性に優れた防眩フィルムを得ることができる。特に、
高分子増粘剤としてセルロースエステル化合物を用いたものは白化防止効果が顕著であっ
た。また、セルロースエステル化合物の添加量は、風ムラおよび耐擦傷性の観点では、耐
擦傷性層の全固形分当たり２～５％である場合が好ましいことが分かる。
【０１６９】
　［実施例２］
　防汚性を付与した防眩性フィルム試料１１３の作製。
【０１７０】
　実施例１で作成した試料１０３に対して、耐擦傷性層塗布液を以下のＡＳＬ－９に変更
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【０１７１】
（耐擦傷性層用塗布液ＡＳＬ－９の組成）
　　シリカ分散液Ａ－２（２０％）　　　　　　　　　　１３０．０ｇ
　　ＩＰＡ－ＳＴ－Ｌ（３０％）　　　　　　　　　　　　　６．７ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．６ｇ
　　ＣＡＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｇ
　　Ｘ－２２－１６４Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０９５．０ｇ
　　ＭＭＰＧ－Ａｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　５５１．４ｇ
【０１７２】
　Ｘ－２２－１６４Ｃ：多官能メタアクリロイル変性シリコーン〔信越化学工業（株）製
〕
【０１７３】
　得られた試料１１３について、実施例１で作成した１０３と同様に評価を行った。なお
、防汚性に関して、以下の評価基準にしたがって評価を行った。
【０１７４】
（４）防汚性
　フィルム表面に書いた速乾性油性インキ（ゼブラ製、「マッキー」（登録商標））を東
レ（株）製「トレシー」（登録商標）を用いて数回擦ってふき取った状態を以下の基準に
従って３段階で評価した。
【０１７５】
　〇：書いた跡が完全にふき取れた。
　△：一部がふき取れずに残った。
　×：大部分がふき取れずに残った。
【０１７６】
　試料１１３は、風ムラ、白化、耐擦傷性は試料１０３と同等の性能であり、防汚性が○
の評価となり防汚性に優れることが分った。
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